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○　子どもたちと身近な危険個所について話し合い、水の事故防止についての関心を高めましょう。

○　「遊泳禁止区域」の立て看板が設置されている場所には、子どもを近づけないようにしましょう。

○　子どもだけで水遊びには行かせず、保護者は水遊び中の子どもから目を離さないようにしましょう。

○　危険な場所で水遊びや魚取りをしている子どもを見かけたら、必ず声をかけてやめさせましょう。

○　水上レジャースポーツは、経験豊富な指導者のもとで、救命胴衣等の安全装備を着装して行いましょう。

○　魚釣りで川に入るときは、経験や体力を過信せず、滑らない履物やウェットスーツを着用しましょう。

・　地域社会の大人全員で、子どもを守りましょう。

・　子どもの周辺をうろつく不審者がいたらひと声かけましょう。

・　一人で遊んでいたり、暗くなるまで遊んでいる子どもがいたら、
　　ひと声かけましょう。

・　子どもには、知らない人について行かないよう繰り返し教えましょう。

・　子どもに、「子ども１１０番の家」を積極的に利用するよう教え
　　ましょう。
・　幼稚園、学校等の周辺に不審者を見かけた場合は、警察に通報
　　しましょう。

　　 　次のような人を見聞きしたら警察に連絡して下さい。
　・　人に追われている、殺される、狙われている等の被害妄想的なことをしゃべる人
　・　注射器や白い粉の入ったビニール袋や銀紙に包んだものを持っている人　
　・　暴力団や不良外国人で薬物を売っている人

 ※各種犯罪事件を解決するため、捜査活動に対するご理解とご協力をお願いいたします。
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子どもたちに守らせましょう
花火をするときの ５つの約束

① 花火遊びは大人と一緒にやり
ましょう

② 広い場所で遊びましょう
③ 風の強い日はやめましょう
④ 花火の注意書きを守りましょう
⑤ 水の入ったバケツを用意しま

しょう




